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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｍ
ｕ
ｖ
－
Ｌ
ｕ
ｖ
　
死
亡
フ
ラ
グ
を
ぶ
っ
壊
せ
！

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
１
４
２
Ｌ

【
作
者
名
】

　
胡
蝶
の
夢

【
あ
ら
す
じ
】

　現
実
世
界
か
ら
の
離
脱
者
、
そ
の
名
は
弐
射
刀
。

そ
ん
な
ふ
う
に
カ
ッ
コ
を
つ
け
な
が
ら
日
々
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン

を
し
て
い
た
男
、
名
を
詩
卸
　
漢
鯨
。

し
し
ゃ

か
ん
け
い

あ
る
日
、
自
宅
で
眠
っ
て
い
る
彼
を
起
こ
す
声
が
・
・
・



2



3

予
告
編
『
俺
の
名
前
は
東
方
不
敗
！
！
・
・
・
い
や
ウ
ソ
っ
ス
』
（
前
書
き
）

こ
の
話
は
予
告
的
な
も
の
で
す
。

最
初
の
作
品
が
完
結
す
る
か
、
軌
道
に
乗
っ
て
か
ら

の
連
載
に
な
り
ま
す
。
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予
告
編
『
俺
の
名
前
は
東
方
不
敗
！
！
・
・
・
い
や
ウ
ソ
っ
ス
』

起
き
る
と
そ
こ
は
何
も
な
い
空
間
だ
っ
た
。

「
・
・
・
は
？
」

意
味
わ
か
ん
な
い
、
な
に
こ
れ
？
　
拉
致
？
　
拉
致
で
す
か
？
？

・
・
・
な
ら
こ
こ
は
一
発
。

「
知
ら
な
い
世
か
ｉ
「
君
が
詩
卸
君
じ
ゃ
な
？
」
・
・
・
」

御
決
ま
り
の
セ
イ
フ
に
か
ぶ
せ
る
Ｋ
Ｙ
参
上
。

「
こ
れ
こ
れ
、
Ｋ
Ｙ
は
な
い
じ
ゃ
ろ
ぅ
」

「
心
読
む
な
よ
、
っ
て
か
あ
ん
た
誰
？
」

「
ワ
シ
か
？
ワ
シ
は
神
じ
ゃ
よ
」

は
い
は
い
、
ワ
ロ
ス
ワ
ロ
ス
。

「
信
じ
て
お
ら
ん
じ
ゃ
ろ
」

信
じ
て
ま
す
っ
て
、
髪
さ
ま
で
ｓ
―
―
―
「
字
が
違
う
わ
！
」
―
―
―

だ
か
ら
心
よ
む
な
っ
て
、
神
（
病
）

「
い
や
（
病
）
っ
て
酷
く
な
い
か
の
・
・
・
」

だ
っ
て
普
通
こ
う
い
う
反
応
に
な
る
だ
ろ
う
？
　
小
説

じ
ゃ
あ
る
ま
い
し
・
・
・
。
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「
せ
っ
か
く
転
生
さ
せ
て
や
ろ
う
か
と
思
っ
た
の
に
の
ぅ
」

「
！
？
」

転
生
・
・
・
だ
と
。

「
お
い
、
神
（
仮
）
。
転
生
っ
て
こ
と
は
俺
、
死
ん
だ
の
か
？
」

「
あ
、
ち
ょ
っ
と
上
が
っ
た
。
ふ
む
、
確
か
に
お
主
は

死
ん
だ
ぞ
。
じ
ゃ
が
ま
だ
お
主
の
寿
命
が
残
っ
て
お
っ
て
の
、

な
の
で
お
主
の
希
望
の
世
界
へ
能
力
付
き
で
送
っ
て
や
ろ
う
」

マ
ジ
か
よ
、
な
に
こ
の
二
次
創
作
の
よ
う
な
展
開
。

お
い
し
い
じ
ゃ
ね
い
か
！
？

「
ど
う
す
る
？
」

「
行
き
ま
す
！
」

「
い
き
な
り
敬
語
か
、
変
わ
り
身
は
や
い
の
～
～
」

神
の
言
葉
は
基
本
ス
ル
ー
で
、
さ
っ
そ
く
希
望
を
言
っ
て
い
く
。

「
世
界
は
マ
ブ
ラ
ヴ
オ
ル
タ
で
！
能
力
は
・
・
・
」

そ
う
言
っ
た
瞬
間
、
渡
さ
れ
る
１
２
面
ダ
イ
ス
・
・
・
な
に
？

「
願
い
の
数
は
そ
の
ダ
イ
ス
を
ふ
っ
て
出
た
数
だ
け
叶
え
よ
う
」

「
は
？
」

え
、
決
ま
っ
て
な
い
の
？
っ
て
こ
と
は
最
低
が
１
個
、
最
高
で
１
２

個
の
願
い
が
叶
う
わ
け
で
す
か
。

・
・
・
リ
ス
ク
で
か
い
な
。
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「
ど
う
し
た
？
早
く
振
ら
ん
か
？
」

「
ク
ッ
、
そ
ら
！
！
」

≪
カ
ン
ッ
、
コ
ロ
コ
ロ
コ
ロ
コ
ロ
・
・
・
≫

「
「
・
・
・
・
・
・
・
」
」
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予
告
編
『
俺
の
名
前
は
東
方
不
敗
！
！
・
・
・
い
や
ウ
ソ
っ
ス
』
（
後
書
き
）

続
き
は
連
載
始
っ
て
か
ら
・
・
・
・
。



8

第
二
話
『
一
度
言
っ
て
み
た
か
っ
た
、
そ
れ
だ
け
さ
！
！
』
（
前
書
き
）

お
久
し
ぶ
り
で
す
。

こ
の
小
説
は
、
私
が
書
い
て
い
る
も
う
一
つ
の
作
品
、

『
死
ん
だ
俺
の
神
な
る
転
生
』
の
気
分
転
換
に
書
い
て
い
る
作
品
で
す
。

な
の
で
投
稿
は
か
な
り
不
定
期
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
作
者
は
マ
ブ
ラ
ヴ
フ
ァ
ン
で
す
が
、
兵
器
に
は
か
な
り
疎
い
で
す
。

戦
闘
描
写
も
ド
素
人
全
開
で
す
の
で
、
も
し
作
品
内
で
の
表
現
が
お
か
し
い
、

表
現
方
法
の
ア
イ
デ
ア
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
普
通
の
感
想
な
ど
も
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。



9

第
二
話
『
一
度
言
っ
て
み
た
か
っ
た
、
そ
れ
だ
け
さ
！
！
』

や
あ
、
み
ん
な
久
し
ぶ
り
！
詩
卸
 

漢
鯨
改
め
、
紅
 

真
叉
斗
だ
Ｙ
Ｏ
！
！

く
れ
な
い
ま
さ
と

い
や
～
転
生
し
た
の
は
い
い
け
ど
、
今
俺
、
ザ
・
逃
げ
を
発
動
中
。

喋
っ
て
い
る
暇
が
な
い
の
で
、
Ｄ
Ｍ
風
に
回
想
す
る
Ｚ
Ｅ
☆

デ
ュ
エ
ル
モ
ン
ス
タ
ー
ズ

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

【
回
想
】
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「
ど
う
し
た
？
早
く
振
ら
ん
か
？
」

「
ク
ッ
、
そ
ら
！
！
」

≪
カ
ン
ッ
、
コ
ロ
コ
ロ
コ
ロ
コ
ロ
・
・
・
≫

「
「
・
・
・
・
・
・
・
」
」

コ
ロ
ン
《
ダ
イ
ス
目
　
１
　
》

「
は
！
１
じ
ゃ
！
１
、
お
前
も
運
が
な
い
の
う
」

「
・
・
・
・
」

「
じ
ゃ
が
こ
れ
は
決
ま
っ
た
こ
と
、
さ
ぁ
早
く
願
い
ｗ
 

―
―
―
「
何
勘
違
い

し
て
い
る
ん
だ
」
―
―
―
 

ひ
ょ
？
」

俺
は
顔
を
上
げ
、
神
（
羽
）
を
見
る
。

デ
ー
、
デ
デ
デ
ー
↑
デ
デ
デ
ー
↓
（
Ｂ
Ｇ
Ｍ
：
ク
リ
テ
ィ
ウ
ス
の
牙
）

「
ま
だ
俺
の
運
命
は
決
ま
っ
て
い
な
い
ぜ
！
」
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「
何
を
言
っ
て
お
る
、
た
っ
た
今
お
前
の
願
い
の
数
は
決
ま
っ
た
。
行
く
べ
き

世
界
か
、
新
た
な
力
一
つ
か
、

そ
れ
し
か
選
択
肢
は
残
っ
て
い
な
い
ぞ
」

「
ふ
ん
、
そ
れ
は
ど
う
か
な
？
」

頭
に
『
？
』
を
浮
か
べ
る
神
（
と
言
う
名
の
羽
蛾
）
に
俺
は
ニ
ヒ
ル
な
笑
み
を

浮
か
べ
る
。

「
い
く
ぜ
！
 

俺
の
タ
ー
ン
、
発
動
！
！
 

願
い
は
『
叶
え
る
望
み
の
数
を
２

つ
に
す
る
』
こ
と
！
」

す
る
と
ダ
イ
ス
が
輝
き
、
代
わ
り
に
星
が
二
つ
左
胸
に
現
れ
る
。
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「
ふ
ん
、
そ
れ
が
ど
う
し
た
。
た
っ
た
二
つ
願
い
が
増
え
た
だ
け
で
は
な
い
か
。

大
方
そ
う
や
っ
て
願
い
を
増
や
す
つ
も
り
じ
ゃ
ろ
う
が
残
念
、
そ
れ
に
は
同
じ

願
い
は
叶
え
ら
れ
ん
ぞ
！
」

「
そ
ん
な
こ
と
は
想
定
済
み
さ
、
黙
っ
て
聞
い
て
い
ろ
！
 

俺
は
さ
ら
に
星
を

一
つ
使
っ
て
発
動
、
『
も
う
一
度
運
命
ダ
イ
ス
を
振
る
権
利
』
を
え
る
」

そ
う
す
る
と
胸
の
星
が
一
つ
左
手
に
収
ま
る
り
光
る
、
そ
の
手
に
は
青
色
の
１

２
面
ダ
イ
ス
が
あ
っ
た
。

神
が
焦
る
。

「
ま
、
ま
さ
か
！
？
」

「
気
付
い
た
よ
う
だ
な
・
・
・
、
俺
は
最
後
の
星
を
使
う
、
願
い
は
『
こ
の
ダ

イ
ス
は
必
ず
１
２
が
出
る
』
だ
！
！
」
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願
い
は
受
理
さ
れ
、
青
い
ダ
イ
ス
が
赤
く
変
化
す
る
。

「
い
く
ぜ
、
ダ
イ
ス
・
ロ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ル
！
！
！
！
」

転
が
る
ダ
イ
ス
、
・
・
・
・
結
果
は
１
２
。

「
く
っ
、
こ
こ
ま
で
ｋ
 

―
―
―
 

「
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
Ｙ
ｏ
」
 

―
―
―
 

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｉ
？
」

「
神
よ
・
・
・
覚
悟
は
い
い
か
！
！
」

「
や
、
や
め
ｒ
 

―
―
―
 

」
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Ｙ
Ａ
◇
Ｍ
Ｅ
◆
Ｎ
Ｅ
♪

【
只
今
絶
賛
フ
ル
ボ
ッ
コ
中
（
精
神
的
）
】

―
―
 

一
つ
目
の
願
い
、
『
奇
跡
を
起
こ
す
程
度
の
能
力

』
！

≪
ザ
シ
ュ
ッ
ッ
！
≫

グ
フ
ァ
ッ
ッ
！
！

―
―
 

二
つ
目
の
願
い
、
『
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
破
壊
す
る
程
度
の
能
力
』

≪
ズ
バ
ッ
ッ
！
！
≫

ガ
ハ
ッ
！
？
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―
―
 

三
つ
目
、
『
老
い
る
事
も
死
ぬ
事
も
無
い
程
度
の
能
力
』
　
四
つ
目
、

『
死
を
操
る
程
度
の
能
力

』
！
！

≪
ズ
バ
バ
バ
、
ザ
バ
ン
ッ
ッ
！
！
！
≫

グ
ッ
ッ
！
ゲ
ゲ
ッ
ッ
！
！

―
―
 

五
、
六
、
七
、
八
＝
＝
＝
＝
＝
！
！

「
ぐ
っ
、
ま
、
ま
だ
だ
、
ま
だ
終
わ
ら
ん
よ
！
」

「
い
い
覚
悟
だ
・
・
・
尊
敬
に
値
す
る
。
で
は
と
く
逝
く
が
い
い
！
！
」

≪
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ン
ン
ッ
ッ
！
！
！
！
≫

「
や
め
て
下
さ
い
、
と
っ
く
に
神
様
の
ラ
イ
フ
（
精
神
力
）
は
ゼ
ロ
で
す
！
」

 
↑
 

何
処
か
ら
か
や
っ
て
き
た
天
使
（
神
の
秘
書
ら
し
い
）

「
Ｈ
Ａ
†
Ｎ
Ａ
†
Ｓ
Ｅ
♪
♪
」
 

↑
 

楽
し
い
（
特
に
抱
き
つ
い
て
る
天
使
さ

ん
の
胸
が
／
／
／
）
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ψ
ψ
ψ
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
・
・
・
・
・
ψ
ψ
ψ

「
で
は
も
う
行
く
時
間
じ
ゃ
の
」

「
あ
あ
、
あ
り
が
と
よ
神
さ
ん
」

お
れ
は
暖
か
な
光
に
包
ま
れ
る
、
ま
る
で
天
に
昇
る
よ
う
な
気
分
だ
。

「
あ
あ
、
つ
い
で
に
二
つ
ほ
ど
追
加
し
て
お
い
た
か
ら
せ
い
ぜ
い
楽
し
ん
で
こ

い
」
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そ
し
て
俺
は
天
に
も
昇
る
よ
う
な
気
持
ち
の
ま
ま
・
・
・
・
落
と
さ
れ
た
。

「
な
ん
で
じ
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
？
」

「
そ
れ
『
て
ん
ぷ
れ
』
と
い
う
や
つ
じ
ゃ
～
～
～
～
～
～
」

「
し
ー
に
ー
ー
サ
ー
ー
ら
ー
ー
ー
せ
～
～
～
～
～
ぇ
ぇ
ぇ
ぇ
・
・
・
・
・
」

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

【
回
想
終
了
】

で
、
落
ち
た
先
が
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
の
大
群
の
ど
真
ん
中
、
・
・
・
・
ナ
ニ
コ
レ
～
～

～
。
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「
ま
ぁ
、
死
な
な
い
け
ど
ね
」

神
様
か
ら
貰
っ
た
（
ふ
ん
だ
く
っ
た
と
も
言
う
）
能
力
を
発
動
、
そ
の
場
か
ら

離
れ
る
。

≪
ブ
ヲ
ォ
ン
≫

「
っ
と
、
脱
出
成
功
！
　
や
っ
ぱ
便
利
だ
な
『
境
界
を
操
る
程
度
の
能
力
 

』
」

さ
て
、
一
応
安
全
圏
み
た
い
だ
な
、
っ
て
か
こ
こ
何
処
？

取
り
あ
え
ず
日
本
み
た
い
だ
け
れ
ど
・
・
・
。

周
り
に
あ
る
戦
術
機
の
残
骸
が
帝
国
軍
カ
ラ
ー
だ
っ
た
の
で
日
本
だ
と
い
う
こ

と
は
分
か
っ
て
い
る
。

遠
く
に
は
あ
の
オ
ブ
ジ
ェ
も
確
認
で
き
た
。

「
日
本
で
ハ
イ
ヴ
っ
て
言
っ
た
ら
横
浜
か
佐
渡
島
だ
け
、
こ
こ
が
本
土
だ
と
す

る
な
ら
あ
れ
は
間
違
い
な
く
横
浜
ハ
イ
ヴ
。
」
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な
ら
今
は
１
９
９
９
年
・
・
・
・
明
星
作
戦
か
！
！

〔
グ
ォ
オ
オ
オ
オ
オ
！
！
〕

「
う
っ
さ
い
わ
！
！
」

≪
バ
キ
ッ
ッ
！
！
　
グ
チ
ャ
！
！
≫

残
骸
の
影
か
ら
現
れ
た
戦
車
級
、
条
件
反
射
で
殴
っ
た
ら
上
半
身
飛
ん
で
っ
た

ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
ｗ
。

『
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
破
壊
す
る
程
度
の
能
力
』
半
端
ね
～
～
。

「
生
身
で
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
殺
す
っ
て
、
ど
ん
だ
け
チ
ー
ト
な
ん
だ
よ
・
・
・
・
・
あ
」
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自
分
の
最
強
加
減
に
驚
き
な
が
ら
振
り
返
る
と
、
・
・
・
・
戦
車
級
の
群
れ
。

「
う
ん
、
こ
れ
無
理
☆
」

群
が
っ
て
く
る
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
の
攻
撃
を
避
け
る
俺
、
境
界
が
開
け
な
い
。

「
一
体
ど
う
す
れ
ば
・
・
・
・
あ
！
そ
う
だ
、
こ
れ
な
ら
い
け
る
は
ず
！
！
」

「
ぶ
っ
つ
け
本
番
！
『
知
識
の
中
に
あ
る
も
の
を
創
造
す
る
程
度
の
能
力
』
！

！
」

そ
し
て
俺
は
あ
る
機
体
を
創
造
し
、
乗
り
込
む
。
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「
い
く
ぜ
！
！
グ
ル
ン
ガ
ス
ト
参
式
！
！
」

ド
ド
ド
ド
ド
ド
ド
・
・
・
・
（
地
面
が
揺
れ
る
）

そ
う
、
俺
は
ゼ
ン
ガ
ー
少
佐
の
搭
乗
機
?
の
グ
ル
ン
ガ
ス
ト
参
式
（
斬
艦
刀
装

備
）
を
創
造
し
た
の
だ
！
！

だ
っ
て
カ
ッ
コ
イ
イ
じ
ゃ
ん
！

「
こ
れ
に
乗
っ
た
ら
セ
イ
フ
は
決
ま
っ
て
る
！
・
・
・
・
『
紅
 

真
叉
斗
、
押

し
て
参
る
！
！
』
」

そ
し
て
、
俺
に
よ
る
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
殲
滅
の
物
語
が
始
ま
っ
た
！
！
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第
二
話
『
一
度
言
っ
て
み
た
か
っ
た
、
そ
れ
だ
け
さ
！
！
』
（
後
書
き
）

・
・
・
・
や
ち
ゃ
っ
た
Ｚ
Ｅ
！

こ
れ
続
く
か
な
？
ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
。

あ
と
、
質
問
な
の
で
す
が
。

戦
術
機
の
大
き
さ
っ
て
ど
れ
ぐ
ら
い
か
、
分
か
る
人
い
ま
す
か
？

ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
る
ん
で
す
が
、
ぜ
ん
ぜ
ん
分
か
ら
ん
と
で
す
。

凄
乃
皇
の
説
明
で
「
全
高
は
戦
術
機
の
約
６
．
５
倍
（
１
３
０
ｍ
超
）
・
・
・
・

」っ
て
書
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
う
す
る
と
大
体
２
０
ｍ
ち
ょ
っ
と
ぐ
ら
い
で

し
ょ
う
か
？

教
え
て
く
だ
さ
い
　
つ
Д
｀
）
 

ボ
ス
ケ
テ
 

！
！

ち
な
み
に
グ
ル
ン
ガ
ス
ト
参
式
は
６
０
．
２
ｍ
だ
っ
た
よ
　
＿
ノ
フ
○
　
グ
ッ

タ
リ
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第
三
話
「
オ
ッ
シ
ャ
ー
ー
ー
行
く
ぜ
ー
ー
！
！
・
・
・
・
え
！
？
今
回
出
番
な
し
？
？
？
　
（
゜
Д
゜
）
ナ
ン
…
ダ
ト
！
？
」
（
前
書
き
）

こ
に
ゃ
に
ゃ
ち
わ
～
～
！
！

気
分
が
乗
っ
た
の
で
続
き
か
い
て
み
ま
す
た
ぁ
～
～
♪

今
回
主
人
公
空
気
、
っ
て
か
存
在
し
て
ま
せ
ん
。

時
間
的
に
は
主
人
公
の
転
生
前
に
な
る
か
ら
で
す
！

そ
こ
ん
と
こ
よ
ろ
す
く
～
～
～
。
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第
三
話
「
オ
ッ
シ
ャ
ー
ー
ー
行
く
ぜ
ー
ー
！
！
・
・
・
・
え
！
？
今
回
出
番
な
し
？
？
？
　
（
゜
Д
゜
）
ナ
ン
…
ダ
ト
！
？
」

Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
：
？
？
？

「
っ
く
！
？
」

私
は
地
獄
の
中
に
い
た
、
横
浜
奪
還
作
戦
通
称
〔
明
星
作
戦
〕
。

こ
れ
に
参
加
し
我
々
Ａ
－
０
１
連
隊
は
部
隊
を
三
グ
ル
ー
プ
に
分
け
そ
れ
ぞ
れ

前
線
に
前
線
二
個
大
隊
、
中
間
地
点
に
一
個
大
隊
を
配
置
し
て
い
た
。

最
初
は
順
調
だ
っ
た
、
レ
ー
ザ
ー
級
は
ほ
と
ん
ど
現
れ
ず
、
帝
国
軍
は
ハ
イ
ヴ

６
０
０
ｍ
ま
で
進
軍
、
「
こ
の
ま
ま
攻
略
で
き
る
！
」
作
戦
に
参
加
し
た
全
て

の
人
々
が
そ
う
思
っ
た
そ
の
時
、
・
・
・
そ
れ
は
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
こ
・
・
・
こ
れ
は
！
！
　
Ｈ
Ｑ
！
振
動
感
知
！
繰
り
返
す
、
振
動
感
知
！
！

確
認
を
―
―
！
？
」
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次
の
瞬
間
、
前
線
と
第
二
戦
闘
線
の
間
に
い
く
つ
も
の
穴
が
開
き
、
内
部
か
ら

悪
魔
が
現
れ
た
。

「
べ
、
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
出
現
！
　
間
に
入
ら
れ
て
前
線
が
孤
立
し
て
い
ま
す
！
！
」

「
っ
く
、
伊
隅
！
　
坂
口
、
川
原
と
一
緒
に
二
中
隊
を
率
い
て
こ
こ
の
防
衛
に

努
め
ろ
！
」

大
隊
長
、
真
蔵
乃
　
花
代
は
長
年
の
経
験
に
基
づ
き
、
大
隊
各
員
に
号
令
を
か

ま
く
ら
の

は
な
よ

け
、
そ
の
ま
ま
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
へ
と
突
撃
し
す
る
・
・
・
。

‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡
‡

【
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
出
現
４
時
間
後
】

「
っ
く
、
数
が
違
い
す
ぎ
る
」
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「
伊
隅
大
尉
、
こ
の
ま
ま
で
は
こ
こ
も
危
険
で
す
。
下
が
り
ま
し
ょ
う
」

「
駄
目
だ
！
　
大
隊
長
達
を
見
捨
て
る
わ
け
に
は
い
か
ん
、
出
来
る
限
り
踏
み

と
ど
ま
れ
！
」

ア
レ
か
ら
数
時
間
・
・
・
、
当
初
二
個
中
隊
だ
っ
た
部
隊
員
も
今
は
一
個
中
隊

と
一
個
小
隊
に
ま
で
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
無
事
な
戦
術
機
だ
け
な
ら
私
、
河
原

中
尉
、
南
雲
中
尉
ぐ
ら
い
だ
っ
た
。

弾
薬
も
殆
ど
残
っ
て
い
な
い
・
・
・
・
仕
方
な
い
。

「
隊
の
再
編
成
を
行
う
、
被
害
の
少
な
い
機
体
で
二
個
小
隊
を
作
る
。
呼
称
は

α
（
ア
ル
フ
ァ
）
と
σ
（
シ
グ
マ
）
だ
！
　
そ
れ
以
外
の
機
体
、
特
に
間
接
系

の
中
破
、
噴
射
装
置
の
不
備
が
あ
る
者
は
後
退
し
ろ
！
　
修
理
を
終
え
る
か
、

新
し
い
機
体
に
乗
り
換
え
な
い
限
り
戦
線
復
帰
は
認
め
ん
！
」

命
令
を
受
け
る
と
、
最
初
は
「
最
後
ま
で
戦
う
」
と
言
っ
て
い
た
者
達
も
い
た
、

だ
が
「
こ
の
先
の
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
と
の
戦
い
を
続
け
る
た
め
、
無
駄
に
散
る
こ
と
は

許
さ
ん
！
！
」
と
い
う
私
の
言
葉
で
最
後
は
頷
い
て
く
れ
た
。
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「
坂
口
少
尉
、
お
前
も
下
が
れ
」

「
そ
、
そ
ん
な
！
！
　
伊
隅
大
尉
、
私
の
陽
炎
は
ま
だ
戦
え
ま
す
。
一
緒
に
戦

わ
せ
て
く
だ
さ
い
！
！
」

「
・
・
・
・
な
に
を
勘
違
い
し
て
い
る
。
私
は
下
が
れ
と
言
っ
た
ん
だ
ぞ
、
後

退
し
ろ
と
は
一
言
も
言
っ
て
い
い
な
い
は
ず
だ
が
な
？
」
（
‾
ー
‾
）
ニ
ヤ
リ

「
へ
？
」

「
坂
口
、
お
前
は
撤
退
部
隊
の
護
衛
を
し
な
が
ら
補
給
し
て
こ
い
。
そ
の
後
補

給
コ
ン
テ
ナ
を
持
っ
て
戻
れ
、
い
い
な
！
」

「
り
ょ
、
了
解
！
！
」

返
事
を
し
、
下
が
る
坂
口
機
。

「
ふ
ふ
っ
、
酷
い
ね
～
み
っ
ち
ー
。
洋
子
ち
ゃ
ん
、
気
付
い
た
ら
怒
る
よ
～
～
」

「
・
・
・
い
い
の
よ
、
あ
の
子
の
機
体
も
中
は
限
界
の
は
ず
だ
も
の
、
と
言
う

か
そ
の
呼
び
名
は
や
め
て
」
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「
い
い
じ
ゃ
ん
、
チ
ョ
ッ
と
し
た
息
抜
き
だ
よ
～
～
～
」
（
ｂ
´
∀
｀
）
ネ
ッ
！

坂
口
少
尉
の
乗
る
陽
炎
は
表
立
っ
た
損
傷
は
殆
ど
な
い
、
だ
が
間
接
よ
り
も
機

体
全
体
に
歪
み
が
発
生
し
て
い
た
。
あ
れ
で
は
得
意
の
連
結
機
動
に
支
障
が
出

る
ど
こ
ろ
か
、
機
体
の
全
関
節
部
が
ほ
ぼ
同
時
に
故
障
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

「
ま
っ
た
く
・
・
・
、
も
う
す
ぐ
編
成
も
完
了
す
る
、
そ
の
時
ま
で
に
は
切
り

替
え
て
お
け
よ
」

「
了
解
」
（
｀
・
ω
・
´
）
ゞ
”
ビ
シ
ッ
！
！
 

・・・・・「
大
尉
、
編
成
完
了
し
ま
し
た
！
」

「
分
か
っ
た
、
α
隊
は
私
が
、
σ
隊
は
川
原
大
尉
が
率
い
る
。
各
自
、
撤
退
し

た
者
た
ち
が
置
い
て
い
っ
た
武
器
を
集
め
分
配
し
ろ
！
」
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・
・
・
さ
て
、
こ
れ
で
一
体
ど
れ
ほ
ど
の
時
間
を
稼
げ
る
か
。

Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

Ｏ
ｕ
ｔ

Ｔ
ｏ
 

ｂ
ｅ
 

Ｂ
ａ
ｃ
ｋ
…
…
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第
三
話
「
オ
ッ
シ
ャ
ー
ー
ー
行
く
ぜ
ー
ー
！
！
・
・
・
・
え
！
？
今
回
出
番
な
し
？
？
？
　
（
゜
Д
゜
）
ナ
ン
…
ダ
ト
！
？
」
（
後
書
き
）

次
回
は
頑
張
っ
て
絡
ま
せ
よ
う
、
で
も
ど
う
や
っ
て
？

プ
ラ
ン
は
未
定
さ
！

 
ん
ん
ん
（
・
∀
・
）
 

さ
ん
、
い
つ
も
感
想
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

文
才
至
ら
ぬ
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
書
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第
四
話
「
シ
リ
ア
ス
は
続
く
。
だ
が
紅
、
お
前
は
駄
目
だ
！
ｍ
９
（
 

゜
Д
゜
）
 

ド
ー
ン
！
」
（
前
書
き
）

生
・
存
・
報
・
告
！

い
や
～
、
い
ろ
い
ろ
書
き
直
し
て
た
ら
時
間
か
か
っ
ち
ゃ
っ
た
Ｚ
ｅ
！

て
い
う
か
、
自
分
の
書
き
た
か
っ
た
作
品
（
ギ
ャ
グ
系
）
と
、
だ
ん
だ
ん
か
け

離
れ
て
き
て
い
る
よ
う
な
・
・
・
。

難
し
い
時
期
で
す
。
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第
四
話
「
シ
リ
ア
ス
は
続
く
。
だ
が
紅
、
お
前
は
駄
目
だ
！
ｍ
９
（
 

゜
Д
゜
）
 

ド
ー
ン
！
」

【
数
時
間
後
】

「
き
ゃ
あ
ぁ
ぁ
」

「
０
９
！
！
　
大
丈
夫
か
、
応
答
し
ろ
！
　
０
９
！
！
」

「
こ
・
・
ら
・
・
９
」

「
・
・
・
こ
ち
ら
０
９
、
私
は
大
丈
夫
で
す
。
し
か
し
、
機
体
は
中
破
、
各
関

節
部
に
歪
み
が
発
生
し
て
お
り
、
操
作
で
き
ま
せ
ん
」

隊
を
二
つ
に
分
け
て
い
っ
た
い
ど
れ
ぐ
ら
い
経
っ
た
で
あ
ろ
う
か
、
２
０
分
？

１
時
間
？
体
感
的
に
は
も
う
５
時
間
以
上
の
気
が
す
る
。

「
分
か
っ
た
、
０
９
は
直
ち
に
ベ
イ
ル
ア
ウ
ト
、
０
７
の
戦
術
機
に
乗
り
込
め
」

「
０
９
了
解
！
」

「
０
７
了
解
！
」

私
、
坂
口
　
洋
子
σ
小
隊
を
率
い
て
最
終
防
衛
線
の
５
０
０
ｋ
ｍ
手
前
ま
で
後

さ
か
ぐ
ち

よ
う
こ

退
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

あ
れ
だ
け
掻
き
集
め
た
弾
薬
も
今
は
数
え
る
ほ
ど
、
今
は
撃
破
又
は
ベ
イ
ル
ア
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ウ
ト
し
た
機
体
か
ら
武
器
弾
薬
を
回
収
す
る
こ
と
で
な
ん
と
か
保
っ
て
い
る
け

れ
ど
、
そ
ろ
そ
ろ
難
し
い
。

「
こ
ち
ら
０
７
、
０
９
皆
瀬
の
回
収
完
了
し
ま
し
た
！
」

「
よ
し
、
比
良
野
は
そ
の
ま
ま
皆
瀬
機
か
ら
Ｓ
－
１
１
を
回
収
。
カ
ウ
ン
ト
６

で
タ
イ
マ
ー
を
設
定
し
、
前
方
の
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
に
投
げ
つ
け
ろ
！
！
 

」

し
ば
ら
く
す
る
と
鳴
り
響
く
轟
音
と
砂
塵
。
Ｓ
－
１
１
の
爆
発
に
よ
っ
て
数
万

の
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
が
蒸
発
、
そ
の
数
倍
の
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
が
爆
風
と
熱
風
で
行
動
不
能
に

陥
っ
て
い
る
、
俗
に
言
う
『
入
れ
食
い
』
状
態
だ
。

「
行
動
不
能
の
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
は
無
視
し
ろ
！
我
々
は
こ
の
ま
ま
α
隊
に
合
流
す
る
、

全
機
続
け
！
！
」

σ
隊
「
「
「
「
了
解
！
」
」
」
」

私
た
ち
は
み
ち
る
達
の
い
る
場
所
ま
で
移
動
し
な
が
ら
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
を
駆
逐
し
て

行
く
。

Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ

？
　
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
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「
ク
ソ
ッ
ッ
！
い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
い
る
ん
だ
よ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
め
！
！
」

「
そ
ん
な
荒
れ
ん
な
よ
鳴
海
」

俺
が
小
型
種
を
３
６
ｍ
ｍ
で
撃
ち
な
が
ら
言
う
と
σ
‐
０
５
・
・
・
慎
二
か
ら

通
信
が
入
る
。

平
慎
二
、
俺
と
同
期
で
同
郷
。
今
は
少
な
い
男
性
衛
士
同
士
の
悪
友
だ
。

「
分
か
っ
て
る
さ
。
で
も
な
・
・
・
、
俺
た
ち
の
故
郷
で
ワ
ラ
ワ
ラ
と
出
て
く

る
奴
等
を
見
て
い
る
と
、
ど
う
し
て
も
な
・
・
・
」

平
「
そ
れ
は
俺
だ
っ
て
一
緒
さ
。
で
も
な
、
冷
静
さ
を
欠
い
た
ら
・
・
・
・
死

ぬ
ぞ
」

慎
二
の
言
葉
で
幾
分
か
頭
が
冷
え
て
き
た
。
・
・
・
や
っ
ぱ
お
前
が
エ
レ
メ
ン

ト
で
よ
か
っ
た
よ
。

「
ふ
ぅ
～
・
・
・
。
す
ま
ん
、
も
う
大
丈
夫
だ
」

平
「
本
当
か
～
～
？
声
が
強
張
っ
て
ま
す
ぜ
旦
那
？
」

「
お
前
は
い
つ
の
時
代
の
人
間
だ
？
ま
っ
た
く
・
・
・

！
！
」
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軽
口
を
言
い
合
い
、
少
し
だ
が
落
ち
着
く
こ
と
が
出
来
た
そ
の
時
、
警
報
一
緒

に
自
立
制
御
が
作
動
し
、
俺
の
機
体
は
一
気
に
上
空
へ
と
飛
び
上
が
る
。

オ
ー
ト
パ
イ
ロ
ッ
ト

「
い
・
・
い
っ
た
い
何
ぐ
あ
！
！
？
？
」

い
き
な
り
の
機
動
に
よ
る
Ｇ
に
耐
え
な
が
ら
、
何
と
か
状
況
を
確
認
し
よ
う
と

し
た
と
同
時
に
機
体
が
い
っ
そ
う
激
し
く
揺
れ
、
俺
た
ち
が
先
ほ
ど
ま
で
い
た

場
所
に
幾
つ
も
の
白
い
光
が
注
が
れ
て
い
た
。

《
ガ
ゴ
ォ
ォ
ン
・
・
・
》

「
く
っ
、
レ
、
レ
ー
ザ
ー
級
（
光
線
級
）
だ
と
？
！
」

川
原
「
聞
こ
え
る
か
！
σ
隊
は
そ
の
ま
ま
α
隊
を
目
指
し
な
が
ら
レ
ー
ザ
ー
級

を
出
来
る
限
り
打
ち
減
ら
す
ぞ
！
比
良
野
は
回
避
を
優
先
、
皆
瀬
と
共
に
必
ず

生
き
残
れ
、
い
い
な
！
！
」

σ
隊
「
「
「
「
了
解
」
」
」
」

あ
あ
、
こ
ん
な
所
で
く
た
ば
っ
て
た
ま
る
か
！
！

Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ

川
原
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
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ク
ソ
ッ
！
こ
ん
な
所
で
レ
ー
ザ
ー
級
が
出
て
く
る
な
ん
て
、
部
隊
は
さ
っ
き
の

攻
撃
で
散
り
散
り
に
な
り
。
今
私
と
合
流
で
き
た
の
は
０
７
比
良
野
機
と
０
５

平
機
。
０
４
鳴
海
機
が
離
れ
た
場
所
で
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

「
平
、
比
良
野
」

平
・
比
「
「
は
ッ
！
」
」

「
私
は
こ
の
ま
ま
鳴
海
機
の
救
出
に
向
か
う
、
お
前
達
は
α
隊
の
所
へ
向
か
え
」

平
「
そ
ん
な
！
？
」

比
「
単
機
で
な
ん
て
無
謀
で
す
！
」

「
そ
う
で
す
、
せ
め
て
俺
が
！
」

「
馬
鹿
者
！
！
」

二
人
「
「
！
？
」
」

「
α
隊
と
の
合
流
が
私
達
の
重
要
事
項
だ
、
し
か
も
比
良
野
少
尉
の
機
体
に
は

皆
瀬
少
尉
が
乗
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
比
良
野
少
尉
の
機
体
は
い
つ
も
よ
り
動

き
が
制
限
さ
れ
る
。
」

私
の
言
葉
に
黙
り
込
む
三
人
、
そ
ん
な
彼
等
に
私
は
表
情
を
若
干
緩
め
る
。

「
心
配
す
る
な
、
鳴
海
を
連
れ
て
す
ぐ
追
い
つ
く
」
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平
・
比
・
皆
「
「
「
・
・
・
了
解
」
」
」

「
よ
し
（
死
ぬ
な
よ
鳴
海
！
）
」

Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ

鳴
海
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

「
っ
ク
ソ
！
や
ら
れ
た
・
・
・
」

先
ほ
ど
の
光
線
を
回
避
し
た
が
噴
射
装
置
を
か
す
り
、
着
地
に
失
敗
。
横
た
わ

っ
た
機
体
の
上
半
身
を
何
と
か
起
こ
し
て
３
６
ｍ
ｍ
を
連
射
し
な
が
ら
体
制
を

立
て
直
す
。

「
左
噴
射
装
置
が
被
弾
で
足
ご
と
破
壊
、
右
の
装
置
は
噴
射
剤
が
残
り
僅
か
、

駆
動
系
に
も
障
害
で
動
け
な
い
・
・
・
絶
望
的
だ
な
。
」

 
？
「
・
・
こ
・
・
ら
・
・
・
・
・
か
・
・
」

「
ん
？
」
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通
信
が
入
る
が
感
度
が
悪
い
、
さ
っ
き
の
衝
撃
で
イ
カ
レ
タ
か
？

川
「
こ
ち
ら
σ
０
１
！
！
　
０
４
・
・
・
鳴
海
！
聞
こ
え
て
い
る
な
ら
応
答
を

し
ろ
！
！
」

「
！
！
川
原
大
尉
！
」

現
在
地
か
ら
約
１
５
０
ｍ
先
に
現
れ
る
隊
長
機
。
二
丁
の
３
６
ｍ
ｍ
で
道
を
開

き
な
が
ら
こ
ち
ら
へ
向
か
っ
て
く
る
。

川
「
鳴
海
、
無
事
だ
っ
た
か
！
今
そ
こ
ｎ
「
来
な
い
で
く
だ
さ
い
！
！
」
！
？
」

「
大
尉
、
早
く
こ
の
場
か
ら
退
避
し
て
く
だ
さ
い
」

川
「
な
！
何
を
言
う
？
！
」

「
自
分
の
不
知
火
は
、
駆
動
系
の
故
障
で
上
半
身
し
か
動
き
ま
せ
ん
。
同
様
に

ハ
ッ
チ
も
歪
み
、
ベ
イ
ル
ア
ウ
ト
も
不
可
能
で
す
」

川
「
な
ら
、
私
が
今
す
ぐ
ハ
ッ
チ
を
抉
じ
開
け
て
や
る
！
」

「
ダ
メ
で
す
！
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
の
状
況
で
は
、
そ
の
前
に
二
人

と
も
や
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
！
」

「
自
決
装
置
を
起
動
さ
せ
ま
す
。
大
尉
は
早
く
退
避
を
・
・
・
・
・
」

川
「
馬
鹿
を
言
う
な
少
し
待
て
！
今
す
ぐ
―
―
《
 

ビ
ー
、
ビ
ー
！
！
》
 

―

―
！
？
！
」
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な
お
も
、
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
く
る
大
尉
が
ブ
ー
ス
ト
ジ
ャ
ン
プ
行
っ
た
そ
の

瞬
間
、
機
体
に
急
制
動
が
か
か
り
、
そ
の
瞬
間
、
い
く
つ
も
の
光
線
が
走
る
。

《
ガ
シ
ュ
ン
！
》

川
「
っ
く
、
レ
ー
ザ
ー
級
か
・
・
・
待
っ
て
い
ろ
今
い
ｍ
「
大
尉
！
避
け
て
く

だ
さ
い
！
！
」
ッ
な
！
？
」

Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｅ
ｎ
ｄ

川
原
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

比
良
野
達
と
別
れ
、
少
尉
の
マ
ー
カ
ー
地
点
へ
急
ぐ

《
ブ
ヲ
ン
ッ
、
ブ
ヲ
ン
ッ
ッ
！
》

「
っ
く
、
邪
魔
だ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

《
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
ダ
！
！
》

「
Ｇ
Ｕ
Ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
・
・
・
・
」

ブ
ー
ス
ト
ジ
ャ
ン
プ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
着
地
点
周
囲
の
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
の
み
を
刈

り
取
る
。
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「
こ
ち
ら
σ
０
１
、
０
４
聞
こ
え
る
か
！
」

返
答
な
し
、
だ
が
バ
イ
タ
ル
は
生
き
て
い
る
。
・
・
・
通
信
機
の
以
上
か
。

「
こ
ち
ら
σ
０
１
！
！
　
０
４
・
・
・
鳴
海
！
聞
こ
え
て
い
る
な
ら
応
答
を
し

ろ
！
！
」

鳴
「
！
！
川
原
大
尉
！
」

数
度
目
の
通
信
で
鳴
海
少
尉
か
ら
応
答
が
あ
っ
た
、
や
は
り
通
信
機
の
異
常
で

長
距
離
の
通
信
が
出
来
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

「
鳴
海
、
無
事
だ
っ
た
か
！
今
そ
こ
ｎ
「
来
な
い
で
く
だ
さ
い
！
！
」
！
？
」

鳴
「
大
尉
、
早
く
こ
の
場
か
ら
退
避
し
て
く
だ
さ
い
」

「
な
！
何
を
言
う
？
！
」

鳴
「
自
分
の
不
知
火
は
、
駆
動
系
の
故
障
で
上
半
身
し
か
動
き
ま
せ
ん
。
同
様

に
ハ
ッ
チ
も
歪
み
、
ベ
イ
ル
ア
ウ
ト
も
不
可
能
で
す
」

少
尉
の
不
知
火
は
上
半
身
を
起
こ
し
、
１
２
０
ｍ
ｍ
と
３
６
ｍ
ｍ
で
何
と
か
Ｂ

Ｅ
Ｔ
Ａ
の
進
行
を
食
い
止
め
て
い
た
が
、
そ
の
範
囲
も
だ
ん
だ
ん
狭
ば
っ
て
来

て
い
た
。
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「
な
ら
、
私
が
今
す
ぐ
ハ
ッ
チ
を
抉
じ
開
け
て
や
る
！
」

鳴
「
ダ
メ
で
す
！
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
の
状
況
で
は
、
そ
の
前
に
二

人
と
も
や
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
！
」

鳴
「
自
決
装
置
を
起
動
さ
せ
ま
す
。
大
尉
は
早
く
退
避
を
・
・
・
・
・
」

「
馬
鹿
を
言
う
な
少
し
待
て
！
今
す
ぐ
―
―
《
 

ビ
ー
、
ビ
ー
！
！
》
 

―
―

！
？
！
」

少
尉
の
元
へ
行
く
た
め
、
三
度
ブ
ー
ス
ト
ジ
ャ
ン
プ
行
っ
た
そ
の
瞬
間
、
機
体

に
急
制
動
が
か
か
る
、
そ
の
瞬
間
、
い
く
つ
も
の
光
線
が
走
る
の
が
見
え
た
。

《
ガ
シ
ュ
ン
！
》

「
っ
く
、
レ
ー
ザ
ー
級
か
・
・
・
待
っ
て
い
ろ
今
い
ｍ
「
大
尉
！
避
け
て
く
だ

さ
い
！
！
」
ッ
な
！
？
」

少
尉
の
言
葉
を
聞
い
た
瞬
間
、
私
の
網
膜
投
影
に
映
り
だ
さ
れ
た
の
は
、
長
い

触
手
。

「
（
フ
ォ
ー
ト
級
）
」

そ
う
、
そ
れ
は
確
認
さ
れ
て
い
る
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
の
中
で
も
最
大
級
の
大
き
さ
を
誇

る
存
在
、
要
塞
級
・
・
・
。

フ
ォ
ー
ト
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「
（
は
、
早
く
回
避
を
）
」

無
理
だ
、
私
の
機
体
は
今
、
自
立
姿
勢
制
御
（
受
身
中
）
だ
。
動
く
こ
と
が
出

来
な
い
。

そ
れ
ら
の
思
考
が
瞬
時
に
行
わ
れ
る
間
、
目
に
映
る
ソ
レ
の
は
ゆ
っ
く
り
（
・
・

・
・
）
と
こ
ち
ら
に
向
か
い
、
搭
乗
ハ
ッ
チ
に
当
た
る
。

「
あ
・
・
・
」

そ
ん
な
、
間
抜
け
な
声
が
、
私
が
発
す
る
最
後
の
声
と
な
っ
た
・
・
・
。

Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｏ
ｕ
ｔ

鳴
海
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ

《
グ
ゴ
オ
オ
オ
オ
ン
！
！
》

「
た
、
大
尉
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
ぃ
！
！
」

今
、
俺
の
目
に
前
に
は
要
塞
級
の
触
手
に
貫
か
れ
、
力
な
く
膝
を
つ
く
川
原
機

フ
ォ
ー
ト

が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。

「
大
尉
、
返
事
を
し
て
く
だ
さ
い
！
大
尉
！
！
」
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分
か
っ
て
い
る
、
こ
の
通
信
も
無
意
味
だ
っ
て
こ
と
は
。
頭
で
は
理
解
し
て
い

る
ん
だ
、
で
も
・
・
・
。

「
大
尉
、
川
原
大
尉
ー
ー
ー
ー
！
！
」

網
膜
に
映
る
要
塞
級
は
、
そ
の
ま
ま
触
手
を
振
り
、
大
尉
の
機
体
を
ま
る
で
ゴ

フ
ォ
ー
ト

ミ
の
よ
う
に
振
り
落
と
す
、
そ
の
前
に
は
突
撃
級
の
軍
勢
が
い
て
、
落
と
さ
れ

デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ
ー

た
不
知
火
は
、
そ
の
ま
ま
踏
み
砕
か
れ
た
。

「
！
！
・
・
・
っ
く
、
こ
の
、
ク
ソ
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
共
が
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
」

俺
は
あ
り
っ
た
け
の
弾
を
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
に
撃
ち
込
む
、
そ
れ
と
同
時
に
自
決
装
置

の
タ
イ
マ
ー
も
機
動
。

２
０

・１
９

・・・「
ク
ソ
ッ
、
ク
ソ
ッ
、
ク
ソ
野
郎
ー
ー
ー
」

１
１

・
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・・８・・「
一
体
で
も
多
く
、
貴
様
等
を
道
連
れ
に
し
て
や
る
！
」

俺
の
、
平
や
水
月
、
遥
の
故
郷
を
・
・
・
・

５・・・３俺
た
ち
の
全
て
を
・
・
・
・

「
返
せ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
」

２す
ま
ね
ぇ
、
水
月
、
遥
。
　
お
前
ら
へ
の
返
事
、
出
来
な
く
な
っ
ち
ま
っ
た
。

１
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出
来
る
こ
と
な
ら
、
生
き
残
っ
て
、
平
和
に
な
っ
た
世
界
で
・
・
・
・

０生
き
て
く
れ

・・・・・・・《
ド
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ガ
ガ
ガ
ガ
ン
ン
ン
ー
ー
ー
！
！
！
》

Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
 

ｅ
ｎ
ｄ
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第
四
話
「
シ
リ
ア
ス
は
続
く
。
だ
が
紅
、
お
前
は
駄
目
だ
！
ｍ
９
（
 

゜
Д
゜
）
 

ド
ー
ン
！
」
（
後
書
き
）

紅
「
よ
う
、
皆
！
俺
の
こ
と
覚
え
て
い
る
か
な
？
」

紅
「
そ
う
！
こ
の
作
品
の
主
人
公
、
紅
真
叉
斗
だ
！
」

作
「
ど
う
し
た
い
き
な
り
？
」

紅
「
ど
う
し
た
じ
ゃ
な
い
！
な
ん
で
俺
が
出
て
こ
な
い
ん
だ
！
！
」

作
「
え
？
だ
っ
て
、
今
は
マ
ブ
ラ
ヴ
世
界
の
住
人
が
シ
リ
ア
ス
や
っ
て
る
し
・
・

・
」

紅
「
じ
ゃ
何
の
た
め
に
、
俺
は
グ
ル
ン
ガ
ス
ト
に
乗
っ
た
ん
だ
よ
！
い
い
加
減

腰
痛
い
よ
！
」

作
「
だ
っ
て
、
お
前
入
れ
た
ら
鳴
海
助
か
る
じ
ゃ
ん
」

紅
「
・
・
・
だ
か
ら
？
」

作
「
い
や
、
原
作
開
始
後
の
水
月
＆
遥
が
ハ
ー
レ
ム
に
入
ら
な
―
―
「
フ
ル
ブ

レ
ッ
ト
４
４
リ
ボ
ル
バ
ー
マ
グ
ナ
ム
！
！
」
―
―
グ
ヴ
ァ
！
！
？
」

紅
「
そ
ん
な
・
・
」
《
ガ
ン
ダ
イ
ヴ
ァ
ー
！
」
》

作
「
グ
ヴ
ェ
！
！
」

紅
「
こ
と
よ
り
・
・
」
《
シ
ョ
ッ
ト
ガ
ン
・
エ
ア
シ
ュ
ー
ト
！
！
》
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作
「
ナ
ヌ
バ
？
！
」

紅
「
俺
を
・
・
・
」
《
ハ
ン
マ
ー
・
コ
ッ
ク
》

作
「
や
・
・
・
や
め
・
・
」

紅
「
出
せ
ー
ー
ー
ー
！
！
」
《
紅
マ
グ
ナ
ム
！
！
》

作
「
ま
さ
か
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
！
？
？
！
」
《
バ
タ
リ
・
・
・
》

紅
「
こ
れ
が
俺
の
切
り
札
だ
」

ジ
ョ
ー
カ
ー

次
回
も
お
楽
し
み
に
♪
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第
五
話
「
シ
リ
ア
ス
は
あ
ま
り
続
か
な
か
っ
た
」
（
前
書
き
）

ぐ
だ
ぐ
だ
し
そ
う
な
の
で
、
さ
っ
さ
と
終
わ
ら
せ
ま
す
。

主
人
公
は
久
々
の
出
番
で
張
り
切
っ
て
お
り
ま
す
！
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第
五
話
「
シ
リ
ア
ス
は
あ
ま
り
続
か
な
か
っ
た
」

戦
乙
女
の
卵
達
が
戦
っ
て
い
る
ま
さ
に
そ
の
時
、
我
等
が
主
人
公
紅
真
叉
斗
君

は
と
い
う
と
・
・
・
。

「
ヒ
ャ
ッ
ハ
ー
ー
ー
ー
！
！
」

・
・
・
ハ
ッ
ス
ル
し
て
ま
し
た
。

【
紅
Ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
】

良
い
子
の
み
ん
な
！
紅
ぃ
～
～
、
真
叉
斗
だ
よ
～
～
～
！
　
・
・
・
ご
め
ん
、

古
い
わ
。

気
お
取
り
直
し
て
、
俺
は
今
ス
ー
パ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
の
凄
さ
を
肌
で
感
じ
て
い
る

所
さ
！

《
ガ
シ
ガ
ジ
ガ
ジ
…
》

「
効
か
ん
！
《
ズ
シ
ン
ッ
！
》
」
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群
が
る
戦
車
級
を
踏
み
潰
し
。

タ
ン
ク

《
ブ
ヲ
ン
、
ブ
ヲ
ン
！
》

「
遅
い
ぞ
、
う
す
の
ろ
！
さ
ぁ
受
け
て
み
よ
、
我
が
拳
を
！
〔
ド
リ
ル
・
ブ
ー

ス
ト
・
ナ
ッ
ク
ル
！
！
〕
」

要
撃
級
の
攻
撃
を
回
避
し
な
が
ら
、
そ
の
前
腕
突
起
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
己

グ
ラ
ッ
プ
ラ
ー

の
拳
を
ぶ
つ
け
る
。
す
る
と
一
瞬
拮
抗
す
る
が
、
す
ぐ
に
螺
旋
の
拳
が
打
ち
勝

ち
、
ヤ
ツ
等
を
削
り
風
穴
を
あ
け
る
。

《
ド
ド
ド
・
ド
・
・
・
》

「
多
け
れ
ば
言
い
訳
じ
ゃ
ね
ぇ
！
消
え
ろ
！
〔
オ
メ
ガ
・
ブ
ラ
ス
タ
ー
！
〕
」

突
撃
級
の
群
れ
に
向
か
い
放
つ
広
範
囲
ビ
ー
ム
に
よ
っ
て
穴
を
開
け
る
。

デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ
ー

《
チ
ュ
ワ
ワ
ジ
ュ
ン
！
！
》

「
付
け
て
て
良
か
っ
た
ビ
ー
ム
コ
ー
ト
！
っ
て
な
」

奥
に
い
光
線
級
を
駆
逐
す
る
。

レ
ー
ザ
ー

「
や
っ
ぱ
最
高
だ
な
、
ス
パ
ロ
ボ
万
歳
だ
〈
ピ
ピ
ピ
・
・
・
〉
ん
？
」

性
能
を
確
認
し
な
が
ら
ハ
イ
ヴ
へ
向
か
っ
て
た
と
き
、
グ
ル
ン
ガ
ス
ト
の
セ
ン

サ
ー
が
何
か
を
捉
え
た
。
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急
ぎ
反
応
し
た
場
所
へ
向
か
う
と
そ
こ
に
は
大
き
な
穴
が
あ
っ
た
。

「
お
、
ラ
ッ
キ
ー
。
こ
れ
で
ハ
イ
ヴ
に
入
る
こ
と
が
出
来
る
ぜ
」

そ
れ
は
Ｂ
Ｅ
Ｔ
Ａ
が
出
入
り
し
、
ま
た
戦
術
機
が
進
入
す
る
た
め
の
目
標
と
な

っ
て
い
る
地
点
。

門
ゲ
ー
ト
だ
っ
た

【
ハ
イ
ヴ
内
】

ハ
イ
ヴ
へ
潜
る
こ
と
数
十
分
？

現
在
ハ
イ
ブ
の
下
層
近
く
、
目
的
地
へ
と
到
着
し
た
の
は
い
い
ん
だ
け
れ
ど
。

「
し
か
し
困
っ
た
な
・
・
・
」

俺
は
目
の
前
の
光
景
に
少
々
困
惑
気
味
だ
っ
た
、
な
ぜ
な
ら
。



53

「
・
・
・
脳
多
く
ね
？
」

そ
う
俺
は
今
回
、
鑑
純
夏
を
回
収
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の
さ
。

俺
の
「
知
識
の
中
に
あ
る
も
の
を
創
造
す
る
程
度
の
能
力
」
と
「
情
報
を
検
索

し
知
識
を
記
録
す
る
程
度
の
能
力
」
を
合
わ
せ
れ
ば
脳
を
殺
す
こ
と
な
く
、
反

応
炉
か
ら
切
り
離
す
こ
と
が
出
来
る
。

そ
し
て
再
生
さ
せ
る
こ
と
だ
っ
て
可
能
だ
、
そ
う
考
え
て
こ
の
部
屋
に
来
た
ん

だ
け
れ
ど
・
・
・
。

そ
こ
に
は
一
面
に
機
能
し
て
い
る
脳
達
が
あ
っ
た
。

・
・

「
お
い
お
い
、
な
ん
で
こ
ん
な
に
生
き
て
る
ん
だ
？
　
原
作
じ
ゃ
あ
生
存
者
は

一
人
だ
け
だ
ろ
う
？
」

あ
れ
か
？
ア
メ
リ
カ
が
撃
っ
た
Ｇ
弾
の
せ
い
で
、
こ
の
脳
髄
ｓ
は
『
鑑
準
夏
』

以
外
死
ん
だ
の
か
よ
・
・
・
。

「
ア
メ
リ
カ
最
悪
だ
な
・
・
・
ま
あ
、
ス
キ
マ
に
入
れ
れ
ば
数
は
関
係
な
い
か
」

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
早
速
―
―
［
ザ
・
ザ
ザ
・
・
］
―
―
？
」

［
こ
ち
ら
Ｈ
Ｑ
、
各
員
直
ち
に
戦
線
よ
り
離
脱
せ
よ
！
ア
メ
リ
カ
よ
り
Ｇ
弾
が

発
射
さ
れ
た
！
繰
り
返
す
・
・
・
］
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ア
メ
リ
カ
～
～
～
～
～
！
！
テ
メ
エ
ら
米
の
く
せ
に
な
に
や
っ
て
ん
の
？
！
米

よ
り
麦
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
栽
培
し
て
る
く
せ
に
、
漢
字
で
は
さ
も
「
我
々
ハ
、

コ
メ
大
好
キ
デ
～
～
ス
」
見
た
い
な
空
気
出
し
な
が
ら
米
国
っ
て
表
示
さ
れ
る

く
せ
に
、
ほ
ん
と
な
に
や
っ
て
ん
の
？
！

ク
ソ
、
Ｏ
Ｄ
Ｌ
生
成
装
置
と
循
環
装
置
は
現
在
４
機
助
け
ら
れ
る
の
は
。

「
４
人
か
、
こ
れ
は
感
だ
な
・
・
・
す
ま
な
い
」

俺
は
そ
の
場
に
あ
る
脳
達
に
謝
り
な
が
ら
、
近
く
に
あ
っ
た
四
つ
の
脳
髄
に
装

置
を
取
り
付
け
ス
キ
マ
の
中
へ
送
る
。
早
く
脱
出
し
な
く
ち
ゃ
。

「
上
へ
・
・
・
角
度
・
・
よ
し
、
い
け
！
〔
オ
メ
ガ
・
ブ
ラ
ス
タ
ー
！
〕
」

轟
音
を
響
か
せ
内
側
か
ら
外
へ
の
道
を
作
る
り
、
一
気
に
飛
び
出
し
た
。

「
脱
・
出
！
っ
て
・
・
・
」

ハ
イ
ヴ
か
ら
飛
び
出
し
着
地
し
た
俺
の
足
元
に
は
大
破
し
、
上
半
身
と
顔
の
み

に
な
っ
た
不
知
火
、
操
縦
席
は
無
傷
の
よ
う
だ
。

「
生
体
反
応
は
・
・
・
あ
る
！
」

急
い
で
不
知
火
を
回
収
し
よ
う
と
す
る
と
警
報
が
鳴
り
響
く
、
レ
ー
ダ
ー
に
は

飛
来
す
る
Ｇ
弾
が
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。
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「
チ
ッ
、
こ
う
な
っ
た
ら
も
う
一
発
、
撃
て
！
〔
オ
メ
ガ
・
ブ
ラ
ｓ
〕
―
―
［

キ
ュ
ウ
ウ
ゥ
ゥ
ン
・
・
・
］
―
―
な
？
！
」

こ
こ
に
来
て
い
き
な
り
の
ト
ラ
ブ
ル
、
出
力
が
上
が
ら
な
い
。

「
ク
ソ
ッ
、
動
力
系
ま
で
・
・
・
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
」

一
体
な
に
が
起
こ
っ
た
の
か
、
い
き
な
り
プ
ラ
ズ
マ
リ
ア
ク
タ
ー
の
出
力
が
下

が
り
、
動
か
す
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
こ
ま
で
き
て
、
と
色
々
と
操
作
す
る
が
一
向
に
回
復
し
な
い
。

刻
々
と
迫
る
Ｇ
弾
を
見
て
諦
め
か
け
た
そ
の
時
、
デ
ー
タ
が
送
信
さ
れ
る
。

［
ポ
イ
ン
ト
、
Ｗ
１
７
５
°
Ｎ
５
７
°
へ
、
ス
キ
マ
に
よ
る
転
移
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
］

「
な
、
何
だ
こ
の
通
信
は
、
・
・
・
で
も
」

「
や
る
し
か
な
い
よ
な
！
」

俺
は
数
字
を
頭
に
思
い
浮
か
べ
、
機
体
の
足
元
に
ス
キ
マ
を
作
る
。

ス
キ
マ
が
グ
ル
ン
ガ
ス
ト
と
不
知
火
を
飲
み
込
ん
だ
少
し
跡
に
、
漆
黒
の
闇
が

横
浜
を
飲
み
込
ん
だ
。



56



57

第
五
話
「
シ
リ
ア
ス
は
あ
ま
り
続
か
な
か
っ
た
」
（
後
書
き
）

は
は
は
、
や
っ
ぱ
時
間
か
か
る
ね
。

投
稿
し
て
文
章
の
表
示
が
お
か
し
い
時
が
あ
る
よ
う
な
の
で
、

そ
の
時
は
一
回
消
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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第
六
話
　
「
神
様
だ
っ
て
生
き
て
い
る
」
（
前
書
き
）

生
・
存
・
報
・
告
！

い
や
～
長
ら
く
空
け
て
し
ま
い
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

２
０
話
ぐ
ら
い
ま
で
書
き
溜
め
よ
う
と
し
て
た
ん
で
す
が
、
Ｐ
Ｃ
が
ウ
イ
ル
ス

に
感
染
、
デ
ー
タ
が
す
べ
て
飛
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
　
＞
＜
、

１
５
話
ぐ
ら
い
ま
で
書
い
て
い
た
の
で
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
く
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
上
が
ら
な
い
病
を
併
発
し
て
し
ま
い
、
し
ば
ら
く
か
け
ま
せ
ん
で
し

た
。

今
は
薬
（
と
い
う
名
の
ア
ニ
メ
・
漫
画
観
賞
）
を
服
用
し
な
が
ら
何
と
か
書
き

直
し
て
い
る
最
中
で
す
。

も
と
も
と
更
新
が
不
定
期
な
の
に
さ
れ
に
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
怖
い
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
書
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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第
六
話
　
「
神
様
だ
っ
て
生
き
て
い
る
」

【
空
】

く
そ
、
ス
キ
マ
か
ら
出
た
の
は
い
い
け
れ
ど
、
今
度
は
空
の
上
か
よ
！

「
早
く
立
て
直
さ
な
い
と
・
・
・
ッ
ッ
」

動
力
は
・
・
・
よ
し
！
飛
行
可
能
だ

「
姿
勢
制
御
開
始
、
ブ
ー
ス
ト
・
・
・
・
オ
ン
！
」

《
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
ゴ
・
・
・
》

「
ぐ
ぅ
ぅ
！
！
」

な
ん
と
か
空
中
で
静
止
、
周
り
を
見
渡
す
が
一
面
の
大
海
原
だ
。

一
体
誰
が
あ
の
通
信
を
？
索
敵
を
か
け
な
が
ら
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
、

同
じ
周
波
数
で
今
度
は
音
声
で
の
通
信
が
来
た
。

？
「
こ
ち
ら
竜
宮
島
、
そ
ち
ら
の
機
体
は
グ
ル
ン
ガ
ス
ト
、
搭
乗
者
は
紅
真
叉

斗
さ
ん
で
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

「
あ
あ
、
お
れ
は
紅
だ
。
そ
っ
ち
は
？
」
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？
「
申
し
送
れ
ま
し
た
。
私
は
竜
宮
島
の
管
理
を
し
て
お
り
ま
す
、
Ｋ
Ｏ
Ｓ
－

Ｍ
Ｏ
Ｓ
と
申
し
ま
す
。
マ
ス
タ
ー
」

コ
ス
モ
ス

事
情
を
聞
く
と
、
こ
の
島
と
Ｋ
Ｏ
Ｓ
－
Ｍ
Ｏ
Ｓ
は
神
様
の
仕
業
ら
し
い
、
曰
く

「
拠
点
が
無
く
ち
ゃ
何
も
出
来
な
い
だ
ろ
う
？
」
だ
そ
う
だ
。

機
体
を
着
陸
さ
せ
る
た
め
、
ビ
ー
コ
ン
を
出
し
て
も
ら
い
島
の
地
下
施
設
へ
と

向
か
う
と
そ
こ
に
は
巨
大
な
空
間
が
存
在
し
た
。
っ
て
、
こ
れ
島
の
数
万
倍
あ

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
？

グ
ル
ン
ガ
ス
ト
か
ら
降
り
る
と
目
の
前
に
は
正
し
く
、
ゼ
ノ
サ
ー
ガ
に
登
場
す

る
Ｋ
Ｏ
Ｓ
－
Ｍ
Ｏ
Ｓ
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。

Ｋ
「
お
待
ち
し
て
お
り
ま
し
た
マ
ス
タ
ー
」

「
あ
あ
・
・
う
ん
」

Ｋ
「
？
　
マ
ス
タ
ー
あ
ち
ら
に
機
体
は
い
か
が
い
た
し
ま
し
ょ
う
」

彼
女
の
目
線
の
先
に
は
、
俺
が
運
ん
だ
不
知
火
が
あ
っ
た
。

「
そ
う
だ
！
あ
の
機
体
に
は
ま
だ
生
存
者
が
い
る
ん
だ
、
通
信
に
反
応
が
無
か

っ
た
け
ど
、
生
き
て
い
る
は
ず
だ
」

Ｋ
「
了
解
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
救
出
作
業
に
入
り
ま
す
・
・
・
・
ポ
チ
ッ
と
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な
」

《
ハ
ロ
ハ
ロ
ハ
ロ
》

な
ん
だ
か
某
有
名
悪
役
の
セ
リ
フ
と
共
に
数
十
体
の
ハ
ロ
が
転
が
り
出
て
き
た
。

Ｋ
「
彼
等
に
作
業
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
お
願
い
し
ま
す
ね
」

ハ
１
「
ハ
ロ
ハ
ロ
」

ハ
２
「
オ
マ
カ
セ
！
オ
マ
カ
セ
！
」

ハ
３
「
テ
ヤ
ン
デ
ー
！
ベ
ラ
ボ
ウ
メ
！
！
」

ハ
４
「
ケ
ケ
ケ
、
キ
リ
キ
ザ
ン
デ
ヤ
ル
！
」

ち
ょ
っ
と
ー
ー
ー
！
一
体
も
の
す
ご
く
野
蛮
な
こ
と
言
っ
て
ま
す
け
ど
ー
ー
ー

ー
？
！

Ｋ
「
こ
れ
で
安
心
で
す
ね
」

「
い
や
で
き
な
い
っ
て
！
一
切
安
心
で
き
な
い
よ
、
特
に
最
後
の
ヤ
ツ
」

Ｋ
「
最
後
・
・
・
、
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
女
、
『
ハ
ロ
ゼ
ロ
』
は
物
騒
な
言

葉
使
い
と
解
体
作
業
の
手
際
は
全
幅
の
信
頼
が
置
け
ま
す
か
ら
」

「
い
や
何
そ
の
名
前
？
！
明
ら
か
に
悪
意
あ
る
名
前
だ
ろ
！
ド
Ｓ
ロ
リ
バ
バ
子
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猫
吸
血
鬼
の
流
れ
来
て
る
だ
ろ
そ
れ
？
！
」

Ｋ
「
ち
な
み
に
ハ
ロ
た
ち
の
製
作
者
は
、
こ
の
基
地
の
技
術
開
発
部
長
の
エ
ヴ

ァ
さ
ん
で
す
」

「
名
前
も
ろ
？
！
」

Ｋ
「
因
み
に
２
●
歳
で
す
が
見
た
目
１
０
歳
な
の
が
悩
み
な
よ
う
で
す
」

「
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
ー
ー
ー
ー
！
！
」

神
テ
メ
ー
、
一
体
な
に
が
し
た
い
ん
だ
！
？
｛
幼
女
万
歳
｝
ブ
ッ
コ
ロ
！

俺
が
神
と
の
話
（
傍
目
に
は
悶
絶
）
を
不
思
議
そ
う
に
見
続
け
る
Ｋ
Ｏ
Ｓ
－
Ｍ

Ｏ
Ｓ
、
は
ず
か
し
い
・
・
・
。

Ｋ
「
？
　
あ
ぁ
そ
れ
と
、
神
か
ら
の
手
紙
に
な
り
ま
す
」

Ｋ
Ｏ
Ｓ
－
Ｍ
Ｏ
Ｓ
か
ら
手
紙
を
受
け
取
っ
て
早
速
読
む
こ
と
に
。

《
カ
サ
ガ
サ
・
・
》

「
ん
？
ど
れ
ど
・
・
・
れ
・
・
・
」

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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や
あ
、
紅
き
ゅ
ん
！

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

≪
グ
シ
ャ
グ
シ
ャ
グ
シ
ャ
！
！
≫

は
い
、
１
行
目
で
イ
ラ
っ
と
し
た
俺
は
正
し
い
と
思
い
ま
す
。

反
射
的
に
手
紙
は
ピ
ン
ポ
ン
玉
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
に
丸
め
ま
し
た
。

Ｋ
「
マ
ス
タ
ー
、
そ
れ
で
は
手
紙
を
渡
し
た
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
」

「
し
ょ
う
が
な
い
じ
ゃ
ん
！
あ
れ
見
た
ら
誰
で
も
や
る
っ
て
！
」

そ
ん
な
俺
の
反
論
を
聞
い
た
彼
女
は
「
や
れ
や
れ
」
と
残
念
そ
う
な
人
を
目
に

し
た
よ
う
な
反
応
を
す
る
・
・
・
ナ
ニ
コ
イ
ツ
。

Ｋ
「
こ
ん
な
こ
と
も
あ
ろ
う
か
と
、
動
画
も
も
ら
っ
て
あ
る
の
で
　
「
な
ら
こ

の
手
紙
は
？
！
」
　
・
・
・
ネ
タ
だ
そ
う
で
す
」

あ
の
駄
神
・
・
・
。
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Ｋ
「
で
は
再
生
し
ま
す
」
〈
ピ
ッ
〉

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

「
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
」

天
「
ち
ょ
、
神
様
始
ま
っ
て
ま
す
っ
て
！
」

「
フ
ォ
！
？
な
、
な
ん
じ
ゃ
と
！
は
、
早
く
言
わ
ん
か
」

天
「
な
？
！
神
様
が
『
ワ
シ
に
か
か
れ
ば
一
発
撮
り
な
ど
御
茶
の
子
さ
い
さ
い

じ
ゃ
！
』
と
か
言
っ
て
リ
ハ
無
し
に
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
」

「
な
ん
じ
ゃ
そ
の
言
い
方
は
！
ワ
シ
は
神
じ
ゃ
ぞ
！
一
番
偉
い
ん
じ
ゃ
ぞ
！
！
」

天
「
こ
の
耄
碌
爺
！
私
が
い
な
け
れ
ば
貴
方
な
ん
て
三
日
と
も
た
ず
仕
事
を
投

げ
出
す
く
せ
し
て
・
・
・
・
・
！
」

「
な
ん
じ
ゃ
と
こ
の
・
・
・
・
・
・
」
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１
５
分
後

「
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
か
ら
ピ
ー
歳
に
も
な
っ
て
も
独
身
な
ん
じ
ゃ
！
こ
の
生
き
遅

れ
天
使
ｇ
　
「
ナ
ン
ダ
ト
・
・
・
」
　
ひ
ょ
ッ
ッ
」

天
「
キ
サ
マ
、
言
ッ
テ
ハ
ナ
ラ
ナ
イ
事
ヲ
・
・
・
」

「
ち
ょ
、
お
ま
、
な
ん
じ
ゃ
そ
の
バ
ッ
ト
は
、
棘
だ
ら
け
で
は
な
い
か
？
！
」

天
「
ピ
ピ
ル
ピ
ル
ピ
ル
ピ
ピ
ル
ピ
ー
」

「
い
や
マ
ジ
す
み
ま
せ
ん
、
助
け
て
く
だ
さ
い
！
そ
、
そ
ん
な
の
で
殴
ら
れ
た

ら
ワ
シ
死
ん
じ
ゃ
う
！
・
・
。
」

天
「
・
・
・
・
ギ
ル
テ
ィ
（
有
罪
）
」

≪
ギ
ュ
ル
ル
ル
ル
ゥ
ゥ
ゥ
≫

「
え
、
な
ぜ
に
回
転
？
ほ
ん
と
ま
っ
て
く
だ
さ
い
」

≪
ド
ル
ブ
ル
ル
ル
ゥ
ゥ
≫
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「
や
、
ヤ
ベ
テ
く
だ
ざ
い
・
・
・
削
れ
る
、
ワ
ジ
げ
ず
れ
じ
ゃ
ぶ
・
・
・
・
」

≪
グ
シ
ャ
、
ヴ
ェ
ル
ブ
ブ
ブ
≫

「
ぼ
、
ぼ
う
ぶ
び
べ
ぶ
・
・
・
で
、
だ
ん
で
ず
き
の
が
ま
え
を
・
・
・
・
べ
？

ば
っ
べ
、
む
じ
！
ば
じ
で
げ
づ
は
ｂ
　
「
貫
ケ
、
エ
ス
カ
リ
ボ
ル
グ
ー
ー
ー
！
」

　
ア
ー
ー
ー
ァ
ァ
ァ
・
・
・
」

ザ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ザ
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ザ
ー
ー

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

Ｋ
「
と
い
う
わ
け
で
、
こ
ち
ら
が
天
使
様
か
ら
の
手
紙
で
す
」

「
今
の
映
像
は
？
！
」
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第
六
話
　
「
神
様
だ
っ
て
生
き
て
い
る
」
（
後
書
き
）

短
い
ね
、
っ
て
か
音
描
写
い
ら
な
い
か
な
？

ど
う
お
も
い
ま
す
？

あ
と
、
機
体
は
な
る
べ
く
超
自
然
科
学
的
な
も
の
は
控
え
る
つ
も
り
で
す
。

＊
サ
イ
バ
ス
タ
ー
と
か
の
魔
や
気
な
ど
で
動
く
機
体
。

で
も
龍
虎
王
は
出
し
た
い
衝
動
に
駆
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
と
修
羅
系
。

・
・
・
・
ど
う
し
よ
う
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

Muv-Luv　死亡フラグをぶっ壊せ！
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n4142l/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n4142l/

